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はじめに
　注意欠如・多動症（Attention-Deficit/Hyperactivity 
Disorder：以下，ADHD）は，不注意と多動性および衝
動性の両方あるいはどちらか一方を有する発達障害で
ある（American Psychiatric Association，2013 染矢他訳，
2014）。不注意の症状においては，ケアレスミスや活動
中の注意集中などに困難がある。多動性および衝動性
の症状においては，長時間同じ場所に留まることがで
きないことや他人の妨害をするなどの日常生活上の問
題を抱える。ADHDを有する者は，その障害特性に起
因する生活上の困難感や，特性由来の問題行動に対す
る周囲の叱責などの積み重ねによって，二次障害を生
じるリスクが高いと考えられている（小林，2015）。
　この二次障害には，抑うつや不安などの内在化障害
と攻撃的な行動や不登校などの外在化障害がある。こ
れらの二次障害は，ADHDの障害特性に対する適切な
支援を受けられなかったために生じると指摘されてい

る（小林，2015）。したがって，ADHDの困難感を軽
減し二次障害の発現，悪化を防止するためには，児童
期や青年期といった早期の発見と介入が重要である。
　児童期から青年期のADHDに対する支援には，認知
行動療法（Cognitive Behavioral Therapy：以下，CBT）
が有効であると示されている（齋藤，2020）。これらの
支援は，主にADHDを有する本人と家族に向けて行わ
れることが多い（齋藤，2020）。そして，ADHDの支
援にあたっては，ADHDの障害特性のみに焦点を当て
るのではなく，二次障害を考慮した介入が必要である。
さらに，二次障害には内在化障害と外在化障害がある
ことを踏まえると，それぞれの症状に適した支援が求
められる。しかしながら，内在化障害と外在化障害そ
れぞれに対して，有効な CBTの手続きがどのようなも
のであるか明確に示されていない。
　本論考では，児童青年期の ADHDに対する CBTの
手続きとその効果を二次障害の観点を踏まえて概観し，
児童青年期のADHDに対する支援の有効性を検討する
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ことを目的とした。

方 法
対象論文
　本論考では，児童青年期の ADHDの支援において
CBTが行われている学術論文を対象とした。適格基準
は，（a）支援対象者が ADHDの児童青年であること，
（b）CBTが行われていること，（c）介入標的に適応に
関する変数を含むこと，（d）介入標的に二次障害に関
する変数を含むこと（e）学術論文であること（f）研
究デザインがランダム化比較試験または比較対象研究
であることを設定した。論文検索には，文献データベー
スとして「PsycINFO」を用いて電子検索を行った（2023
年 5月 12日時点）。検索方法としては「adhd or attention 
deficit hyper-activity disorder AND cognitive behavioral 
therapy or cbt AND children or adolescents or youth or 
child or teenager」を用いた。データ抽出にあたって，
PRISMA声明（Moher et al., 2009）に従った（Figure 1）。
　上述の通り，タイトルおよび要旨をデータベースか
ら検索し，合計 441編の文献が抽出された。このうち，
全ての適格基準を満たした 12編の論文を分析の対象と
した。

結 果
項目の分類
　本論考においては，基準を満たした 12編の論文を概
観し，児童青年期の ADHDに対する CBTに関して，9
つの観点（対象者の特徴，介入方法，併存症状，期間・
回数・時間，研究において扱われた変数，介入内容，
効果が見られた変数，効果が見られなかった変数，考
察）に集約することができると判断した（Table 1）。そ
の上で，内在化障害および外在化障害に対して有効で
あった（あるいは有効ではなかった）手続きについて
整理した。なお，本論考では，6-12歳を児童，13歳以
降を青年とした。

1．内在化障害に対して効果が見られた手続きの特徴
　抽出された論文において，不安・抑うつ，引きこも
り，身体的訴えから構成される内在化障害に関連する
変数の効果を検討していたものは 8編であった。この
うち，内在化障害およびADHD症状の両方に効果の見
られた支援は，児童青年とその親を対象として動機づ
け面接を毎回行った親子別の集団介入（1編），青年を
対象とした弁証的行動療法（1編），児童に対する対人
認知スキルに焦点を当てた集団介入（1編），児童とそ
の親に対するバーチャル・リアリティ（Virtual Reality：
以下，VR）を利用した注意制御訓練と認知再構成（1

Figure 1
PRISMAのフロー図

データベースを用いて得られた
文献数

データベース検索により収集
された文献（n = 441）
PsycINFO（n = 441）

重複された文献を除外したうえで
スクリーニングされた文献数

スクリーニングされた文献
（n =15）

除外された文献数

除外された文献（n =426）

フルテキストで適格性を評価した
文献数

フルテキストで適格性を評価した
文献（n =12）

フルテキストを精査した
うえで除外された文献数と
理由

フルテキストを精査した
うえで除外された文献
（n =３）

除外理由
介入内容が記載されていな
いため（n =３）

質的統合に組み入れた文献数

質的統合に組み入れた文献数
（n =12）

臨床心理学研究23巻＿責了.indb   72臨床心理学研究23巻＿責了.indb   72 2023/12/27   14:02:322023/12/27   14:02:32



73長沼他：児童青年期の注意欠如・多動症の二次障害を踏まえた認知行動療法の介入効果の検討
Ta

bl
e 

1-
1

本
論
考
に
お
い
て
抽
出
さ
れ
た
論
文

注
）

TA
U
は
標
準
群
を
意
味
す
る
。

 18

   1  

T
a

b
le

1
-1

 
本

論
考

に
お

い
て

抽
出

さ
れ

た
論

文
 

注
）

T
A

U
は

標
準

群
を

意
味

す
る

。
 

臨床心理学研究23巻＿責了.indb   73臨床心理学研究23巻＿責了.indb   73 2023/12/27   14:02:322023/12/27   14:02:32



74 早稲田大学臨床心理学研究　第 23巻　第 1号

Ta
bl

e 
1-

2
本
論
考
に
お
い
て
抽
出
さ
れ
た
論
文

  1  T
a

b
le

1
-2

 
本

論
考

に
お

い
て

抽
出

さ
れ

た
論

文
 

臨床心理学研究23巻＿責了.indb   74臨床心理学研究23巻＿責了.indb   74 2023/12/27   14:02:322023/12/27   14:02:32



75長沼他：児童青年期の注意欠如・多動症の二次障害を踏まえた認知行動療法の介入効果の検討

編）であった。一方で，内在化障害には効果が見られ
たがADHD症状に効果が見られなかった支援は，青年
とその親を対象としたマインドフルネス（1編）と，児
童とその親に対して併存する気分障害に特化した親子
別の集団介入を行ったもの（1編）があった。
　児童期のADHDにおいては，支援が有効であった要
因として，親への介入によって子どもに対する態度に
一貫性がもたらされ，子どもが獲得したスキルの維持
や般化が促されたことが報告されていた（Waxmonsky 
et al., 2013）。他方，青年期の ADHDに対しては，親以
外の資源を用いることやプログラム構成の工夫を行う
ことによって，日常生活への維持や般化が促されたこ
とが報告されていた（Boyer et al., 2015; David et al., 2021; 
Meyer et al., 2022）。

2． 内在化障害に対する効果が見られなかった手続き
の特徴

　抽出された論文のうち，内在化障害に効果が見られ
なかった介入は 1編であった。この論文における介入
プログラムは，短期の心理教育および医療的介入によっ
て効果が見られなかった青年を対象に行われ，対人関
係スキルやセルフコントロールを高めることを目的と
したものであった。家族の参加はなく，特に内在化障
害の改善が見られなかったことに関する考察は行われ
ていない。しかし，全般的な症状に対して介入の効果
が小さかったことに関しては，ホームワークの遂行率
の低さによってスキルが定着しなかった可能性や，対
象者の症状の程度がそもそも高くなかったために効果
が現れにくかったと報告された（Haugan et al., 2022）。

3． 内在化障害に対する効果が一貫していなかった手
続きの特徴

　抽出された論文のうち，内在化障害に対する効果が
一貫していなかった介入は 1編であった。この論文に
おける介入は，青年を対象とした集団マインドフルネ
ス・トレーニングと，その親に対するビデオ教材を用
いたマインドフルネス・トレーニングであった。
　この論文の介入においては，子ども本人と父親が評
価する内在化障害に関しては効果が見られたが，母親
と教師が評価する内在化障害においては効果が見られ
なかった（van de Weijer-Bergsma et al., 2012）。この介
入においては，ストレス反応の低減に関してマインド
フルネスの効果が母親と比較して父親の方が顕著で
あった。親による子どもの臨床像の評価は，親のスト
レス状態に依存するため，ストレス状態がより改善し
た父親の評価において効果が見られたと報告された。

4．外在化障害に対して効果が見られた手続きの特徴
　抽出された論文のうち，非行的行動と攻撃的行動か
ら構成される外在化障害および反社会性，攻撃性，反

抗挑発症（Oppositional Defiant Disorder：以下，ODD）
の症状，素行症（Conduct Disorder：以下，CD）の症状
に対する効果を検討しているものは 10編であった。こ
のうち，ADHD症状および外在化障害に効果が見られ
た介入は，青年を対象とした弁証的行動療法（1編），
青年とその親を対象としたADHDの全般的な困難感に
対する介入（1編），児童を対象とした VRの注意制御
訓練と認知再構成（1編）であった。また，外在化障
害のみに効果が見られた介入はなかった。
　外在化障害に効果が見られた要因として，より現実
的に自身の行動とそれに対する環境の反応を理解でき
るようになったことが報告されていた（David et al., 
2021; Meyer et al., 2022）。ただし，青年を対象とした介
入においては，他の併存症状に比べて ODDおよび CD
が併存する者は，介入が有効であったものの効果が小
さいことが報告されていた。その原因として，「親の存
在」が効果を阻害した可能性が指摘されていた（Antshel 
et al., 2012）。

5． 外在化障害に対して効果が見られなかった手続き
の特徴

　抽出された論文のうち，外在化障害に効果が見られ
なかった介入は 1編であった。介入内容は，気分障害
が併存する児童を対象とした集団 CBTと，その親に対
する集団ペアレント・トレーニングであった。この介
入の効果が見られなかった原因として，家族が子ども
に向けた刺激は内在化障害にはすぐに機能するが，
ADHD症状や外在化障害における行動面の般化には時
間がかかることが指摘されていた。そのため，継続的
な支援が必要であると報告されていた（Waxmonsky et 
al., 2013）。

6． 外在化障害に対する効果が一貫していなかった手
続きの特徴

　抽出された論文のうち，外在化障害に対する効果が
一貫していなかった介入は 6編であった。介入内容は
児童青年を対象としたトークンエコノミーを主とした
介入（1編），児童青年とその親を対象とした動機づけ
面接を毎回行う親子別の集団介入（2編），児童青年と
その親を対象とした親子別介入のマインドフルネス（2
編），児童を対象としたセルフコントロールの向上を目
的とした介入（1編）であった。
　トークンエコノミーを主とした介入を行った研究で
は，反社会性には効果が見られたが，攻撃性には効果
が見られなかった。攻撃性に関しては，ベースライン
が投薬によって低くなっていため，攻撃性ヘの効果が
現れなかったと報告された（Coelho et al., 2015）。親子
別に介入してマインドフルネスを行った研究では，
ADHDを有する者に特徴的な自己認知である Positive 
Illusory Bias（以下，PIB）に，外在化障害に対する自

臨床心理学研究23巻＿責了.indb   75臨床心理学研究23巻＿責了.indb   75 2023/12/27   14:02:332023/12/27   14:02:33



76 早稲田大学臨床心理学研究　第 23巻　第 1号

己評価が影響を受ける可能性があるため，外在化障害
の効果が親子間の評価において一貫しなかったと報告
された（Haydicky et al., 2015）。セルフコントロールの
向上を目的とした介入の研究では，攻撃性の強さによっ
て反社会的行動に対する効果が一貫していなかった
（Miranda et al., 2000）。その原因として，攻撃性の高い

ADHDの子どもは家族内葛藤を抱えている可能性が高
く，日常場面での効果が見られなかったことが報告さ
れていた（Miranda et al., 2000）。

考 察
　本論考では，児童青年期の ADHDに対する CBTを
概観し，二次障害の違いを踏まえて，介入の手続きと
その効果を整理することを目的とした。
　児童青年期のADHDにおける抑うつや不安をはじめ
とした内在化障害に対しては，本人が学習したスキル
を日常生活に般化させることを目的とした親への介入
によって，本人のスキルの獲得が促進されることが明
らかにされた。他方で，特に青年期の ADHDに対して
は，介入の標的を日常生活で使用するスキルに限定し
たり，弁証的行動療法とマインドフルネスを組み合わ
せて介入したり，動機づけ面接を行ったりと，親の関
わりに依存しない方法によって日常生活にスキルを般
化させるための手続きの工夫があった。内在化障害に
関しては，発達段階によって異なる介入の工夫が必要
であることが示唆された。
　反社会的行動や攻撃的行動などを含む外在化障害に
対しては，年齢を問わず家族の介入を含まない手続き
によって改善効果が報告されていた。具体的には，弁
証的行動療法や VRの注意制御訓練と認知再構成で
あった。他方で，外在化障害を有する児童青年期の
ADHDに対しては必ずしも家族に対する介入が有効で
はないことが示された。ADHDの外在化障害に関して，
児童期に ADHDに ODDが併存している場合は，発達
段階が思春期に進む過程で活動範囲が拡大し，非行グ
ループに加わり反社会的な行動をとるようになる。す
なわち，CDを呈し，最終的に反社会性パーソナリティ
障害に至る。こうした一連の流れは破壊的行動障害マー
チ（March of Disruptive Behavior Disorder：以下，DBD
マーチ）として概念化されている（齋藤，2020）。DBD
マーチを辿る原因として，従来，家族機能の問題が考
えられてきた（齋藤，2020）。ADHD特性に起因する
生活上の失敗を厳しく叱るなどの不適切な養育がこれ
に該当する。したがって，児童期の ADHDと併存する
ODDや CDに対する治療は，家族への介入が有効であ
るとされてきた（齋藤，2020）。しかしながら，ODD
や CDは親を代表とする身近な権威者に対する反抗的
行動という特徴を有する（APA，2013 染矢他訳，2014）。
この特徴に起因して，家族を含んだ介入が治療者に対
しても「攻撃的な行動の対象としての大人」という印

象を抱かせることに繋がってしまい，介入効果を阻害
する可能性が指摘されている（Antshel et al., 2012）。し
たがって，外在化障害を有する青年期のADHDに対す
る支援においては，先行研究で効果が示されているよ
うに VRや動機づけ面接など家族以外の刺激機能を利
用して，日常場面に含まれる随伴性の中でスキルを維
持するための工夫が望まれる。つまり，家族に対する
養育スキルの向上を目的とした介入は，外在化障害を
有する青年期の支援の第一選択とはならない可能性が
ある。すなわち，外在化障害の改善においては，日常
生活における自身の行動の随伴性の理解が必要である
ものの，青年期においてはその理解の促進のための刺
激機能として「親の存在」が機能しないと考えられる。
　一方で，外在化障害を併発するADHD児の家族に対
しては，家族の養育スキルを向上させるのではなく，
養育ストレスの低下を目的とした介入を行うことが有
効である可能性が考えられる。本論考において，家族
に対するマインドフルネスの効果と子どもの外在化障
害の程度が関連していることが示唆された報告があっ
た（Haydicky et al., 2015）。Haydicky et al. （2015）は，
親に対するマインドフルネス介入によって，父親は注
意の分割ができるようになり，子どもの行動に対して
過度に注目を集めることがなくなることを指摘してい
る。さらに，子どもの行動を過剰に脅威的にとらえな
くなり，父親が評定した外在化障害が低減した可能性
があると考察している。今後は，外在化障害を併発す
るADHDの子どもをもつ家族のストレス低減に対する
支援として，マインドフルネスの効果を検討すること
が求められる。さらに，家族のマインドフルネススキ
ルの獲得と子どもの症状の検討を行うことによって，
外在化障害を有するADHDへの有効な介入方法の検討
ができると考えられる。
　以上のことから，ADHDの二次障害に関しては内在
化障害と外在化障害の症状に応じて介入方法を区別す
ることによって，有効な介入を実施できると考えられ
る。特に家族介入に関しては，二次障害の症状に加え
て発達段階に応じて，子どもに対する家族の機能を考
慮した工夫が求められる。
　本論考の限界点として以下の 2点があげられる。第
1に，本論考においては薬物療法の有無を考慮した検
討を行っていない。ADHDに対する治療として，薬物
療法の果たす役割は大きく，服薬期間などに着目する
ことによって，心理社会的介入の有効性について，さ
らに適切に検討することができると考えられる。第 2
に，介入効果の維持や般化の検討を行うことが困難で
あった。今回抽出した論文の間で支援効果の維持と般
化のとらえ方が一貫していなかったためである。発達
障害児・者に対する支援においては，神経生理学的な
観点から維持と般化に対する工夫が必要であると指摘
されている（谷，2020）。そのため，今後は支援効果の
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維持と般化を操作的に明確に定義し，介入効果に関し
てさらに検討を重ねることが望まれる。
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